
 

令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 書 

自 令和５年４月 １ 日 

至 令和６年３月３１日 

1.概 況 

３年以上にわたった新型コロナウイルス感染症が５類へと移行し、社会経済活動が再開できるようにな

りました。しかしながら、ウクライナ情勢を契機とした原材料やエネルギー等の価格高騰に、円安の進行

が更なる拍車をかけ、国民生活や我が国経済に大きな影響が及ぼされた１年でありました。 

 

比較的景気動向の影響を受けにくいと言われるビルメンテナンス業界では、作業員の高齢化、人手不足

およびコスト高騰による経営圧迫がより顕著になりました。 

「ビルメンテナンス情報年鑑２０２３」によると、一般清掃業務で最も多い年齢層は６０歳以上で、全

体の４６.７％、設備管理業務では２８.９％で、これ以外の業務でも高齢化が課題となっています。また、

同年鑑では「現場従業員の若返りが図りにくい」という経営上の悩みが７７.２％と多く寄せられました。 

帝国データバンクの「人手不足に対する企業の動向調査（２０２３年１０月）」によると、「メンテナ

ンス・警備・検査」の人手不足割合は６８.４％で、前年の６２.４％、前々年の５５.５％からすると、人

手不足の割合は年々増加傾向にあります。 

冒頭で述べたエネルギーコストの高騰、物価高に伴って賃上げ機運が高まり、人件費の負担も大きくな

りました。同年鑑でも「賃金上昇が経営を圧迫している」との悩みが６３.６％で悩みごとの中で３番目に

多い結果となっています。 

また、このようにあらゆるコストの高騰が経営を圧迫している一方で、「オーナーに対して契約料金の

交渉が難しくなっている（５４.５％）」との悩みも近年増加傾向にあります。 

 

こういった社会経済のなか、当協会は、概ね計画していた事業を実施しました。 

啓発普及事業では、「未来のおそうじ」をテーマにしたビルメン絵画コンクールやインスペクション事

業を行い、「ビルメン祭り」は令和６年６月開催を決め、青年部会の協力を得て準備の年にあてがうこと

としました。 

教育・研修事業は、清掃、貯水槽清掃、防除の各従事者研修を開催するとともに、環境負荷低減をテー

マにした最新技術セミナーを開催しました。 

障害者の就労支援事業は、アビリンピックや障害者検定の運営、補助を積極的に行いました。また、一

層の職場定着が図れるよう、事例紹介発表会を開催しました。 

労働安全衛生事業では、安全に係る標語・論文を募集し、労働安全衛生大会で表彰をしました。同大会

では安全配慮義務をテーマとした講演会を開催し、関連資料等を配布しました。 

行政への要望活動として、広島県ほかへ、最低賃金の改定に伴う契約額の見直しや予算の確保等につい

てお願いしました。 

このほか、人手不足に関する実態調査を実施し、結果をホームぺージで公開しました。 

 

令和５年５月に新型コロナウイルスは５類へ移行され、概ねコロナ禍以前の事業規模、形式に戻りまし

たが、物価高や労務費の上昇、デジタル化への対応など業界を取り巻く環境は厳しく、課題が山積してい

ます。令和６年度は、こういった事を踏まえ中期的な展望に立って個別事業を進めて参ります。 



 

2.会議の開催実績 

2.1 会議の開催実績について 

会 議 名 回数 開 催 日 

定時総会 １回 5/24 

 

 

四役会 10回 4/11・5/6・6/17・8/28・9/9・10/8・11/6・12/11・2/5・3/1 

理事会 12回 
4/12・5/11・5/24・6/22・8/31・9/14・10/12・11/9・12/13・1/22・

2/8・3/14 

総務委員会 3回 7/12・9/26・2/5 

広報委員会 2回 7/19・12/13 

教育訓練委員会 3回 8/8・12/12・2/16 

雇用開発委員会 1回 7/10 

労務管理委員会 2回 8/8・10/12 

特命委員会(災害協定) 1回 7/11 

2.2 関係団体の会議の開催実績等について（参考） 

(1) 公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会 

会 議 名 出席者 開催日 場  所 

２０２３年度定時総会 

代議員 

藤原副会長 

米山副会長 

7/27 浅草ビューホテル 

(2) 公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会 中国地区本部 

会 議 名 出席者 開催日 場  所 

令和４年度 第４回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 5/19 

10 

リモート 

令和５年度 第１回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 6/14 リーセントカルチャホテル(岡山)  

令和５年度 第２回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 9/13 リモート 

令和５年度 第３回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 10/5 ANAクラウンプラザホテル(米子)  

令和５年度 第４回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 10/31 

 

リモート 

令和５年度 第５回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 12/26 

 

 

リモート 

令和５年度 第６回 中国地区本部会議 杉川会長ほか 3/14 

 

 

リモート 

(3) 一般財団法人 広島県消防設備協会 

会 議 名 出席者 回数 開 催 日 

理事会 中田理事 2回 5/26・1/12・3/22 

・・・ 総務委員会 中田理事 2回 5/17・3/12 

業務委員会 佐々木部長(広島リバイン) 1回 2/14 

管理委員会 沖事務局長 3回 5/11・12/25・2/28 

(4) 広島商工会議所 

所属会議等 出席者 

議員総会、常任委員会（観光・文化、都市機能強化）、グローバルMICE検討特別委員会 杉川会長 

 



 

3. 会員数 及び 賛助会員数 

 前年度(令和4年度)末 

現在 

期間中移動 本年度(令和5年度)末 

現在 加 入 退 会 

会員数 ６８ １ ０ ６９ 

賛助会員数 ２２ ０ ０ ２２ 

 

4. 総会・役員会等 

4.1 令和５年度定時総会 

令和５年５月２４日 リーガロイヤルホテル広島において、定時総会を開催し、総会の出席会員

６７名、うち委任状出席会員３２名で、議決事項すべて賛成多数で原案どおり承認された。 

第１号議案  令和４度事 業報告及び決算報告並びに監査報告承認の件 

第２号議案  任期満了に伴う理事及び監事の改選及び承認の件 

第３号議案  学識経験理事及び監事の承認の件 

第４号議案  任期満了に伴う全国協会代議員及び補欠の代議員の改選及び承認の件 

第５号議案  任期満了に伴う選挙管理委員選任の件 

第６号議案  次期議長及び副議長選任の件 

4.2 四役会議 

原則として、毎月、理事会の運営 及び その時々の重要案件への対応ために開催した。 

4.3 理事会 

原則として、毎月、第２木曜日に開催した。理事 及び 担当委員会は次表のとおり。 

役職名 氏  名 担当委員会 特命事項 

会  長 杉 川  聡 会員勧誘 会費制度、災害協定 

副 会 長 藤 原 聖 士

杉 川  聡 

教育訓練・労務管理 役員定年 

〃 米 山 真 和 業務適正化・雇用開発 青年部会 

専務理事 中 田 義 秀 総務・広報 会館改修 

理  事 

 

 

 

中 野 信 博 ※名誉会長  

〃 川 妻 利 絵 広報渉外 災害協定 

〃 唐 下 貴 行 労務管理 

Kouhou  

災害協定 

 〃 金 本 壮 史 総務 会館改修 

〃 石 田 佳 夫 教育訓練 役員定年 

〃 廣 森 久 志 雇用開発 会費制度 

〃 宮  弘 之 雇用開発・労務管理 会費制度 

〃 丸 山  稔 総務・広報渉外 青年部会 

員外理事 沖  敏 朗   

 

5 公益事業の実施結果 

5.1 普及啓発事業 

(1) 第１5回 ビルメンこども絵画コンクール in広島 

令和５年７月、「未来のおそうじ ―安心して住み続けられる私たちの環境― 」をテーマとした絵



 

画作品を広島県内の小学生 及び 幼児から募った。 

専門家等による厳正な審査を経て、ホームページで入選作品を公表し、次のとおり作品展示、表

彰式を全国協会分と併せて行った。 

応募数：７５３点、３９校（６社含む） 

作品展示・表彰式：令和６年１月２２日（ホテルグランヴィア広島） 

入選者：下表のとおり。 

【入選者】 

賞 学校（団体）名 氏名 学年 

会長賞 広島市立舟入小学校 上 田 智 仁 さん 4年生 

金 賞 広島市立尾長小学校 髙 木 優 卯 さん 2年生 

銀 賞 府中町立府中北小学校 大 畑   翠 さん 4年生 

銀 賞 坂町立坂小学校 三 戸 櫻 子 さん 3年生 

銅 賞 福山市立高島小学校 菜 原 麗 琳 さん 3年生 

銅 賞 福山市立高島小学校 塚 本 愛 莉 さん 3年生 

銅 賞 福山市立高島小学校 佐々木 勇翔 さん 4年生 

幼児の部 府中ひかり幼稚園 髙 本 風 卯 さん 6歳 

幼児の部 八洲管理㈱ 五月が丘認定こども園  佐藤 未波瑠 さん 6歳 

学 

 

年 

 

賞 

1年の部 広島市立舟入小学校 上 田 修 也 さん 1年生 

1年の部 福山市立高島小学校 藤 井 湊 都 さん 1年生 

2年の部 福山市立高島小学校 小 林 春 陽 さん 2年生 

2年の部 福山市立多治米小学校 小畑 桃々華 さん 2年生 

3年の部 福山市立高島小学校 半 田 唯 月 さん 3年生 

3年の部 ㈱チューゲイ 毛 利 優 花 さん 3年生 

4年の部 三原市立南小学校 栂 村 清 崇 さん 4年生 

4年の部 福山市立高島小学校 二 宮 彩 乃 さん 4年生 

5年の部 府中町立府中北小学校 庄 賀 桔 子 さん 5年生 

5年の部 広島市立鈴が峰小学校 福 山 あ ん さん 5年生 

6年の部 広島市立倉掛小学校 森 本 千 裕 さん 6年生 

6年の部 呉市立明立小学校 髙 下 千 聡 さん 6年生 

学校賞 福山市立高島小学校 

 

【全国協会分の入選者（金賞クラス以上）】※広島県内の応募者に限る 

賞 学校（団体）名 氏名 学年 

厚生労働大臣賞 広島市立倉掛小学校 丸山 依知花 さん 6年生 

リンレイ賞 福山市立高島小学校 村 上 由 莉 さん 6年生 

リンレイ賞 呉市立豊小学校 八重 垣瑞歩 さん 6年生 

テラモト賞 福山市立高島小学校 林   芽 糸 さん 3年生 

審査員賞 広島市立尾長小学校 髙 木 優 卯 さん 2年生 

審査員賞 福山市立多治米小学校 小畑 桃々華 さん 2年生 

全国協会長賞 三原市立南小学校 栂 村 清 崇 さん 4年生 



 

(2) インスペクション事業 

建築物管理評価資格者（インスペクター）の品質評価活動を社会に発信し、ビルメンテナンスの

品質向上につなげることを目的として、ビルオーナー又は当該建築物の管理事業者の依頼に基づき、

検査員を派遣し、業務内容の点検・評価、改善提案をした。 

実施施設等：広島県庁舎ほか５施設を対象に６回実施 

(3) ビルメンテナンス業登録制度の普及活動 

ビルメンテナンス事業者の資質と信頼性の向上を図るため、「ビルメンテナンス業登録制度」の啓

発普及活動を推進した。 

① 清掃作業従事者研修証明事業 

業登録に必要となる清掃作業従事者研修の実施状況等について、厚生労働省指定団体の全国

協会に協力して研修内容の点検・証明事業を実施した。 

実 施 日：令和５年６月５日～７日、１２日～１３日（広島市） 

令和５年６月６日（福山市） 

証明件数：１号登録 ５４社 

８号登録 ４８社 

② 保健所との連携 

従事者研修の運営、確認方法などについて、広島県食品生活衛生課など行政機関と連絡、調

整し、業登録の円滑な推進に努めた。 

③ 業登録情報の告知サービス 

会員の業登録情報を協会で管理し、登録期限を事前に下表のとおり告知した。 

（単位：事業所） 

利用事業所数 
登録別利用会員数 

１号 ２号 ３号 ４号 ５号 ６号 ７号 ８号 

３７ ７ ２ ０ １ ２７ ５ ２３ ３０ 

4月 1日通知分 ３ ０ ０ １ １２ １ ９ ９ 

10月 1日通知分 ２ ０ ０ ０ ４ ０ ２ ２ 

④ その他 

ア）清掃作業従事者研修指導者講習等への受講呼びかけと研修会場での相談指導を実施した。 

イ）ホームページ、協会パンフレットなどを通じて制度の周知を図った。 

(4) 啓発・独自イベントの開催 

広く一般に、業界・協会活動に対する理解を深められ、環境美化・公衆衛生意義が高まるための

啓発イベント「第４回ひろしまビルメン祭り」は、令和５年度中の開催を断念し、次回、令和６年

６月１日に開催することを決定し、その準備に取り組んだ。 

5.2 教育研修事業 

(1) 各種研修事業 

特定建築物の維持管理に関する各種の研修会を開催し、専門的知識・技術の向上を支援した。 

また、業務効率化や品質向上及び安全衛生の促進の一助となるセミナーを開催した。 



 

① 指定団体としての事業 

研 修 名 開催日 開催場所 参加者数等 

清掃作業従事者研修指導者講習会 6/20 広島県ＪＡビル 
(新規)３３名 

（再）７７名 

清掃作業従事者研修証明 
6/5～7、12～13 広島ビルメン会館 

１０２社 
6/6 福山商工会議所 

② 登録団体としての事業 

研 修 名 開催日 開催場所 参加者数 

貯水槽清掃作業従事者研修会 

7/11 広島県ＪＡビル （再）６９名 

9/13 広島県ＪＡビル 
(新規)２２名 

（再）９１名 

10/24 福山市生涯学習プラザ 
(新規)１１名 

（再）５５名 

11/8 広島県ＪＡビル 
(新規)１７名 

（再）９５名 

防除作業従事者研修会 12/5 広島県ＪＡビル 
(新規)２３名 

（再）５１名 

③ 協会自主研修事業 

研 修 名 開催日 開催場所 参加者数 

ビルクリーニング技能士(1級)受検実技研修 1/9 

 

広島ビルメン会館 １４名 

名 

名 

インスペクター体験研修 2/5 広島県ＪＡビル １５名 

最新技術セミナー 

・「ハイブリットクリーナー」によるコ

スト削減と環境負荷低減 

・床清掃の脱炭素化 

(ユシロ化学工業㈱) 

2/16 広島県ＪＡビル ３０名 

(2) ビルクリーニング技能競技大会 

ビルクリーニング技能の研鑽を通じて、ビルの環境衛生の向上を図ることを目的としたビルクリ

ーニング技能競技中国大会が岡山市で開催され、令和５年２月に開催した広島地区予選会の上位３

名を派遣した。 

【第１７回ビルクリーニング技能競技中国大会】 

日 時：令和５年６月１５日 

場 所：岡山ジップアリーナ（岡山市） 

出場者：１４名、うち広島協会からの派遣は下表のとおり。 

氏  名 所 属 企 業 

増 田 佑 介 氏 ㈱不二ビルサービス 

尾 茂 田  卓 氏 ㈱不二ビルサービス 

坂 本 隆 行 氏 ㈱ＪＲ西日本中国メンテック広島支店 

結 果：下表のとおり。 

 



 

 氏  名 所 属 企 業 

優勝 小 笹 文 太 氏 ㈱さんびる 

準優勝 有 田 雪 子 氏 ㈱ＪＲ西日本中国メンテック山口東事業所 

第三位 尾 茂 田  卓 氏 ㈱不二ビルサービス 

 

関係団体の教育・訓練等に関する事業（参考） 

（1）公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会 及び 同中国地区本部 

研 修 名 開催日 開催場所 参加者数

等 病院清掃受託責任者講習会（新規） 8/30 広島国際会議場 ４７名 

病院清掃受託責任者講習会（再） 8/30 広島国際会議場 １１４名 

感染制御衛生管理士（ICCC）認定講習会 11/2 広島県ＪＡビル １６名 

建築物清掃管理評価資格者講習会 9/26～27 広島県ＪＡビル ２３名 

ビルクリーニング技能検定試験(１級学科) 11/26 広島県ＪＡビル ９４名 

ビルクリーニング技能検定試験(１級実技) 1/23～26 広島ビルメン会館 ９６名 

ビルクリーニング技能検定試験(２級学科) 11/26 広島県ＪＡビル ２８名 

ビルクリーニング技能検定試験(２級実技) 1/16 広島ビルメン会館 ２１名 

ビルクリーニング技能検定試験(３級学科) 11/26 
広島県ＪＡビル １９名 

山口刑務所 １０名 

ビルクリーニング技能検定試験(３級実技) 
1/19 広島ビルメン会館 １７名 

12/6 山口刑務所 １０名 

ビルクリーニング技能検定試験(基礎級) 
4/7・6/9・8/4・10/3・

10/4・12/7・12/8 
広島ビルメン会館 ９９名 

ビルクリーニング技能検定試験(随時３級) 4/3・6/2・8/2・10/6 広島ビルメン会館 ３５名 

ビルクリーニング技能検定試験(随時２級) 4/5・12/4 広島ビルメン会館 ５名 

(2）一般財団法人 建築物管理訓練センター 中国支部 

研 修 名 開催日 開催場所 参加者数 

ビルクリーニング科通信訓練1級技能士コース（学科） 3/5～8 広島ビルメン会館 １０名 

ビルクリーニング技能士受検準備講習(１級実技) 10/19・20 広島ビルメン会館 ２３名 

ビルクリーニング技能士受検準備講習(１級学科) 11/9・10 広島ビルメン会館 １０名 

ビルクリーニング技能士受検準備講習(３級実技) 10/25 広島ビルメン会館 ２名 

ビルクリーニング技能士受検準備講習(３級学科) 11/7 広島ビルメン会館 ４名 

5.3 就労支援事業 

(1) 知的障がい者の就労支援 

知的障害者の職業自立訓練に取り組んでいる団体の指導員の清掃技術の指導を行うととも

に、訓練修了生の会員企業への就職受入れを支援する。 

また、自立訓練修了生の受入企業への雇用助成金の交付、アビリンピックの運営支援、高齢

者の高齢促進を図るための情報提供などを行う。 

① 社会福祉法人広島市手をつなぐ育成会の知的障害者職業自立訓練に対する支援 



 

ア） 職場定着指導業務助成金の支給 

訓練生の受け入れがなかったため支給されなかった。 

イ) 訓練見学会、現場体験実習 

訓練生が確保されなかったため開催されなかった。 

ウ） 訓練生の受入 

訓練が開催されなかったため受け入れはなかった。 

② 第２１回アビリンピック広島大会 

審査員、補佐員を派遣し、運営を支援した。 

開催日時：令和６年１月６日 

開催場所：ポリテクセンター広島 

参加者：１１名 

結 果：金賞（１位）高橋望さん（㈱不二ビルサービス） 

※ 令和６年１１月に愛知県国際展示場で開催の全国大会の出場権獲得。 

【参考】 第４３回アビリンピック全国大会 

開催日時：令和５年１１月１７日～１９日 

開催場所：愛知県国際展示場（常滑市） 

参加者：４５名 

結 果：金賞 伊藤直明さん（北海道） 

(2) 障がい者雇用支援セミナー 

障害者雇用率が段階的に引き上げなど障害者雇用を取り巻く社会動向と助成金制度の解説と、清

掃業務における障害者雇用の留意点等の事例発表を行い、障害者の職場定着を促進するためのセミ

ナーを開催した。 

開催日：令和６年２月２０日 

場 所：広島県ＪＡビル 

参加者：２５名（１５社） 

内 容：第 1部 セミナー 

「障がい者を取り巻く社会的な動きや助成金制度について」 

広島労働局 職業安定部 職業対策課 雇用支援係 

地方障害者雇用担当官 石田智宏 様 

第 2部 事例発表会 

「障がい者雇用企業からの事例発表」 

㈱不二ビルサービス   徳本定治 様 

㈱第一ビルサービス   山本妙子 様 

持続未来㈱       山本和志 様 

(3) 特別支援学校の清掃業務指導者養成、障害者清掃技能検定などの実施 

指導カリキュラムに清掃業務を位置づけている特別支援学校の教員等を対象に、次のとおり講師

を派遣し技術指導を行った。 

① 派遣研修 

 



 

学校名 派遣日 

黒瀬特別支援学校 7/12・9/28 

呉特別支援学校 1/31・2/19・2/21 

呉南特別支援学校 11/22 

広島北特別支援学校 10/6・10/24・11/1・11/10・2/14 

広島南特別支援学校 6/9 

広島市特別支援学校 6/30・7/11・12/4・1/19・1/22・1/25・1/26・2/8・2/15・2/16 

② 清掃技能検定 

学校名 派遣日 

福山北特別支援学校 7/22・11/25 

広島北特別支援学校 7/22・11/25 

広島市特別支援学校 7/22・11/25 

(4) 職業訓練等受託運営 

高齢者、若年者等の職業訓練を受託実施した。 

訓 練 科 目 等 訓練期間 人員 

シルバー連合会「オフィスクリーニング講習」 （事業中止） ― 

県立広島商業高等学校２年生「インターンシップ」 

協力：㈱広島リバイン 

２／５～６ ４名 

三原市立久井中学校２年生（清掃体験学習） ６／１５ ３７名 

5.4 安全な環境づくりに関する事業 

(1) 第４９回労働安全衛生大会の開催 

使用者（事業者）が労働者（従業員）の心身の健康と安全を守るために配慮すべき義務「安全配

慮義務」に関する解説や「安全に関する標語・論文」の入選者の表彰式などを実施し、安全衛

生意識の向上とともに、安全・安心の環境づくりを促進した。 

開催日：令和５年１２月６日 

場 所：ＲＣＣ文化センター 

出場者：５０名 

内 容：労災収支状況の解説、講演会、安全に関する入選標語・論文の表彰式 

講演：「ビルメンテナンス業における安全配慮義務と企業のリスク対策』 

講師：弁護士 髙橋 彰 様（高橋・山本法律事務所） 

(2) 安全に関する標語・安全論文等の募集、選考、表彰 

令和５年７月５日から８月２５日までの間、安全に関する標語・論文から募集し、専門家による

厳正な選考を行った結果、入選作品を標語３１点、論文３編を選定した。 

表彰式は、第４９回労働安全衛生大会において行い、入選者すべてに記念品を、最優秀賞、優秀

賞受賞者には賞状を加えて贈呈した。 

応募数：標語１８０点、論文５編 

表 彰：下表のとおり。記載は最優秀賞、優秀賞に限る。 

 

 



 

(安全に関する標語) 

区分 作        品 所属企業名 受賞者 

最優秀 忘れるな！ヒヤリで済んだ あの経験 ㈱JR 西日本中国メンテック 森脇  緑 氏 

優秀 危ないと 気付いた人が 責任者 注意するのも 思いやり  ㈱カルフート 田口 秀夫 氏 

優秀 やめようよ 見ない 言わない 知らんぷり 持続未来㈱ 吉本 久栄 氏 

(安全に関する論文) 

区分 作   品 所属企業名 受賞者 

最優秀 確認会話で安全と安心を ㈱JR 西日本中国メンテック 梶村 真弘 氏 

優秀 確実な作業と安全の取り組み 持続未来㈱ 山崎 豊美 氏 

入選 安全作業に関する私の経験 広陽ビル管理㈱ 桐島  健 氏 

（3） 日めくりの作成、配布 

安全に関する入選標語 ３１点を日めくりに掲載し、２００部作成し、会員 及び 労働安全衛生大

会参加者へ配布した。 

（4） 安全パトロールの実施 

会員事業所を訪問し、安全チェックシートに基づくヒアリング調査を実施した。 

訪問日 訪問先 調査員 

令和６年３月１８日 ビルックス㈱ (本社) １名 

令和６年３月２７日 ㈱エムケイ興産 (本社) ２名 

令和６年３月２７日 ㈱コーエー (本社) ２名 

（5） 安全チェックシート作成、配布 

令和５年１２月１日から翌年１月１５日の間を『年末年始無災害運動』の期間に定め、チラシや

安全チェックシートを会員等に配布し、事業場ごとの災害発生点検、改善を促した。 

（6） 労働等実態調査の実施 

① 労働災害発生調査の実施 

労働災害発生状況調査を毎月実施し、集計結果及び災害の発生状況をフィードバックし、重 

篤災害については、発生の都度、周知した。 

② 人手不足に関する実態調査の実施 

過去最大の最低賃金の引上げ率が確実となる中、業界最大の経営課題である「人手不足」に関

し、人員の充足度や充足していない場合における影響、対応等の実態を明らかにし、適正な契約

の促進につなげることを目的に調査をした。 

調査結果は、ホームページに公表するとともに、第４９回労働安全衛生大会で発表した。 

調査期間：令和５年９月１日～９月２０日 

対象社数：正会員６９社 

回答社数：正会員３７社（回収率５３.６％） 

6 その他事業の実施結果 

6.1 事務受託事業 

全国ビルメンテナンス協会中国地区本部、広島県ビルメンテナンス協同組合など関係団体の運営管

理業務を支援した。 



 

6.2 会館の貸出、会員互助事業 

(1) 貸出事業 

① 事務所 

全国ビルメンテナンス協会、広島県ビルメンテナンス協同組合、広島県ペストコントロー

ル協会、広島県貯水槽管理協会に事務所を賃貸した。 

② 会議室、ビデオ・DVD 

会員等に会議室、ビデオ・DVDを次のとおり貸し出した。 

会場 会員１０日、その他団体２９日 

ビデオ・DVD 

ビルクリーニング技能士関連 

労働安全衛生関係 

外国人技能実習関係 

(2) 環境学習活動、清掃奉仕活動等の実施 

ビルのある地域の環境を良好に保ち、もって住みよい街づくりに寄与していくことを目的として、

環境学習活動、清掃奉仕活動を実施した。 

① 森林カルチャー 

実施日：令和５年１０月１５日 

場 所：広島市森林公園 

参加者：４３名（うち子ども１４名） 

内 容：山の手入れ、工作、環境講話など 

② 環境美化活動、清掃奉仕活動 

ア） クリーンアップ広島「平和公園清掃」 

実施日：令和５年８月７日 

参加者：１２７名（４８社） 

イ） ごみゼロ・クリーンウォーク 

実施日：令和５年４月１６日 

参加者：７７名（３２社） 

ウ） クリーン太田川 

実施日：令和５年７月３０日 

参加者：１０６名（３８社） 

6.3 その他 

(1) 入会勧誘活動 

会長を中心に理事全員で分担して勧誘活動に取り組んだ。 

(2) ホームページの管理 

活動状況を公開するなど、定期的に更新した。 

(3) 行政等への要望活動等 

過去最大の最低賃金額の引上げとなったこと、極端な低価格での落札を続けた食堂運営会社が学

校向けの食事提供を突然停止する問題が起凝ったことを背景に、次のことについての要望書を広島

県等へ提出した。 



 

<要望項目> 

（1）最低賃金の引上げへの対応として、スライド条項の適用の検討および厚労省通知に基づい

た契約額の変更の検討 

（2）最低制限価格制度の導入または継続と基準額の引上げ 

（3）人件費増を見据えた来期予算の確保 

<要望書提出（意見交換）先> 

令和５年１０月２日  広島県知事（財産管理課）・広島県議会議長 

令和５年１０月４日  三原市長（財政部） 

令和５年１０月１２日 広島市長（物品契約課） 

令和５年１０月２７日 呉市長（総務課） 

令和５年１１月１３日 福山市長（建設政策課） 

<要望の結果等> 

各自治体ともに労務費が上昇を理解、次年度以降の契約分の予算確保等、適切に対処する。 

広島県は、安定的かつ持続的な業務の履行のため、次のとおり建築物等清掃業務と常駐警備業

務の入札・契約手続の見直しをした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 講演会等の開催 

総会・特別講演会 

開催日：令和５年５月２４日 

演 題：新サッカースタジアムの概要について 

講 師：広島市 都市整備局 スタジアム建設部 

スタジアム工務第二担当課長 清水由明 様 

参加者：７９名 

(5) 会員間の親睦促進活動 

① 会員相互の親睦を図るための懇親会（新年互礼会） 

令和５年５月２４日、リーガロイヤルホテル広島において開催した。参加者は８８名。 

令和６年１月２２日、ホテルグランヴィア広島において開催した。参加者は１１２名。 

② 協会会員の親善ボウリング大会の実施 

令和５年１２月１５日、ヒロデンボウルにおいて、広島県貯水槽管理協会とともに合同開

催した。参加者は１００名。 

１ 建築物清掃業務については、 

ア ＷＴＯ案件（現時点では予定価格３,６００万円以上の業務が適用対象）については、

総合評価一般競争入札により入札を行う。 

イ ア以外の場合には、原則として低入札価格調査制度を適用の上、入札する。 

２ 常駐警備業務については、 

ア 予定価格３,６００万円以上の令和６年１０月１日以降に履行開始する業務について

は、総合評価一般競争入札により入札を行う。 

イ ア以外の令和６年４月１日以降に履行開始する業務場合については、原則として低入

札価格調査制度を適用の上、入札する。 



 

7. 寄付(寄贈) 

① ２０２３ひろしまフラワーフェスティバルの協賛金 

② ごみゼロ・クリーンウォークへの協賛品の提供 

8. 表彰等 

(1) 表彰 

① 協会長表彰（功労者）  中田義秀 氏（理事） 

② 協会長表彰（永年勤続） ７名 

(2) 顕彰 

① 令和４年秋の受勲 旭日小綬章 中野信博 氏（理事） 

9. 関係団体等への協力に関する事業 

次の関係団体等に対して、役員等の推薦・派遣、業務の受託、助成などの連携・協力している。 

(1) 公益社団法人 全国ビルメンテナンス協会 

(2) 一般財団法人 建築物管理訓練センター 

(3) 広島県ビルメンテナンス協同組合 

 (4) 広島県貯水槽管理協会 

 (5) 広島ビルメンテナンス政治連盟 

 (6) 公益社団法人 広島ビルメンテナンス協会 青年部会 

 (7) 日本環境管理学会中国支部 

(8) 公益財団法人 日本建築衛生管理教育センター 

(9) 一般社団法人 広島県警備業協会 

(10) 一般財団法人 広島県消防設備協会 

(11) 広島商工会議所 

(12) きれいなひろしま・まちづくり市民会議 

(13) 広島県教育委員会 


